
三 人 第 １ ５ ７ 号 

令和７年１１月１日 

 

各区長 様 

三木市人権推進課 

課長 藤田 英子 

 

 

第４２回総合隣保館文化祭のチラシの回覧及びポスターの 

掲示について（依頼） 

 

晩秋の候、ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

日頃は、隣保館事業に格別のご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

さて、本年度の総合隣保館文化祭を令和７年１２月７日（日）を中心

に開催いたします。 

つきましては、多数の方にご来館いただきたく、お手数をおかけしま

すが、チラシを全戸回覧いただくとともに、ポスターの掲示についてご

協力をお願いいたします。 

  

 

記 

 

１ 配 布 物 

(1)総合隣保館文化祭チラシおよびポスター 

 （ポスターの掲示期間は１２月８日（月）まででお願いいたします。） 

 

２ 問 合 せ 先  

 三木市人権推進課（三木市立総合隣保館） 

電話：８２－８３８８ 

担当：近藤、福寄 
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第４２回総合隣保館文化祭のチラシの配布及びポスターの 

掲示について（依頼） 

 

晩秋の候、ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

日頃は、隣保館事業に格別のご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

さて、本年度の総合隣保館文化祭を令和７年１２月７日（日）を中心

に開催いたします。 

つきましては、多数の方にご来館いただきたく、お手数をおかけしま

すが、チラシを全戸配布いただくとともに、ポスターの掲示についてご

協力をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 配 布 物 

(1)総合隣保館文化祭チラシおよびポスター 

 （ポスターの掲示期間は１２月８日（月）まででお願いいたします。） 

 

２ 問 合 せ 先  

 三木市人権推進課（三木市立総合隣保館） 

電話：８２－８３８８ 

担当：近藤、福寄 

 

 

 





事 務 連 絡 

2025(令和 7)年 11 月１日 

 

各 区 長 様 

 

              三木市人権・同和教育協議会 

                会  長   鷲尾  孝司 

 

「三同教だより No.27」の回覧について(依頼) 

 

 

晩秋の候、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。 

日頃は、人権啓発の推進につきまして格別のご理解とご協力を賜

り、厚くお礼申しあげます。 

さて、「三同教だより No.27」の全戸回覧について、お忙しいとこ

ろお手数をおかけしますが、ご協力いただきますようお願いいたし

ます。 

 

 

記 

 

１ 送 付 物   三同教だより No.27 

 

２ 送付部数   回覧部数分 

 

３ 連 絡 先   三木市人権・同和教育協議会事務局 

         三木市市民生活部人権推進課(総合隣保館内) 

         三木市志染町吉田 823 

         TEL：82-8388（担当：山本・前田） 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025(令和 7)年 11 月 

No.27 
三同教は、 人権尊重のまちづくりを市民のみなさんと進めています 

三 木 市 人 権 ・ 同 和教 育 協 議 会 

 

 三木市人権・同和教育協議会では、今年度も研究大会を行います。それぞれの団体の取組について実践報告を行

い、それを基に参加者みんなで人権について考えます。近年、新たな人権課題が増えたり、人権についての考え方が変

わったりしています。そんな人権について、皆さんで考える機会をもちませんか。みなさんのご参加をお待ちしており

ます。 

   日 時  ２０２５年１１月１５日（土）１３時３０分～１６時 

   場 所  各分科会会場         （受付 １３時より） 

 

 
 

 

 

 

 

だれでも参加      OK！ 
どの分科会でも参加 OK！ 
当日参加も        ＯＫ！ 
 
詳しくは、こちら ⇒ 
（三同教 HP） 

 

《第１分科会》 
「命の大切さ」 

－飼育をとおして生き物の気持ちを考えるー 
報告 りんでん認定こども園 

会場 サンライフ三木 １階 多目的ホール 

 

《第２分科会》 
「地域とともにある教育事業をめざして」 

報告 三木市立志染小学校 
会場 教育センター ４階 中研修室 

 

《第３分科会》 
「さまざまな人が共生する社会」 

－他者理解と自己理解ー 
報告 兵庫県立吉川高等学校 

会場 教育センター ３階 セミナー室１・２ 
 

《第４分科会》 
「みんなで考える人権教育」－今から何ができるかー 

報告 三木市立吉川中学校PTA 
研修会 なおみ助産院 寺尾直美さんの講演 
    「子どもが幸せに生きるためにできること」 
会場 中央公民館 ２階 第１・２研修室 

 

《第５分科会》 
①「友愛はたがいにささえ ささえあう」 
－人とのつながりを通して 心豊かな生き方をー 

報告 緑が丘町老人クラブ連合会 
②「誰もが心豊かで住みよいまちを目指す」 

－住民学習と研修の成果ー 
報告 細川地区人権・同和教育推進協議会 

会場 中央公民館 ４階 大ホール  

 

《第６分科会》 
「聖地から紡ぐ」 

報告 吉川まちづくり公社 
会場 サンライフ三木 ２階 研修室 

 

《第７分科会》 ＊特別分科会＊ 
「多様性に配慮した災害に強いまちづくり」 

－災害時要配慮者への取組を通してー 
報告 三木市総合政策部危機管理課 

会場 教育センター ４階 大研修室 
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「 あ っ た か い っ て い い な 大 会 」（ 吉 川 地 区 ）  

日 時 ： ２ ０ ２ ５ 年 １ ２ 月 １ ３ 日 （ 土 ）  

場 所 ： 吉 川 町 公 民 館  大 ホ ー ル  

内 容 ： 人 権 作 文 朗 読 （ 小 学 生 ・ 中 学 生 ）  

 映 画 上 映 ： ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画  

「 ぼ け ま す か ら 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 ～ お か え り お 母 さ ん ～ 」  

講 演 会 ： 演 題 「 認 知 症 の 母 が 命 懸 け で 教 え て く れ た こ と 」  

    講 師 ： 株 式 会 社 信 友 家  信 友 直 子 さ ん （ 上 映 映 画 の 監 督 ）  

三 木 地 区 人 権 ミ ニ フ ェ ス テ ィ バ ル  

月 日 ： ２ ０ ２ ５ 年 １ １ 月 ２ ３ 日 （ 日 ）  

場 所 ： 中 央 公 民 館  

内 容 ： 人 権 啓 発 展 示 （ 11/22～ 12/5）  

（ ポ ス タ ー ・ 啓 発 パ ネ ル ・ ク イ ズ コ ー ナ ー ）

人 権 作 文 朗 読 （ 小 学 生 ・ 中 学 生 ）  

人 権 講 演 会  

  演 題 「 障 が い は 違 え ど  

困 り 事 と 解 決 策 は 同 じ 」  

  講 師  デ ザ イ ナ ー  菊 澤 こ ゆ り さ ん  

志 染 地 区 地 域 づ く り 研 究 大 会  

月 日 ： ２ ０ ２ ５ 年 １ １ 月 １ 日 （ 土 ）  

場 所 ： 志 染 町 公 民 館  大 会 議 室  

内 容 ： 人 権 作 文 朗 読 （ 小 学 生 ・ 中 学 生 ）  

人 権 ス ピ ー チ  志 染 小  入 江 爽 太 さ ん  

実 践 発 表  ２ つ の 自 治 会 か ら 発 表  

人 権 講 演 会 （ 講 演 と 落 語 会 ）  

演 題 「 男 女 共 同 参 画 △ は ○ ～ く ね 」  

  講 師 ・ 三 遊 亭 楽 団 治 さ ん  

細 川 町 豊 か な 町 づ く り 推 進 大 会  

月 日 ： ２ ０ ２ ５ 年 １ １ 月 ３ ０ 日 （ 日 ）  

場 所 ： 細 川 町 公 民 館  大 会 議 室  

内 容 ： 住 民 学 習 取 組 報 告  

人 権 作 文 朗 読 （ 小 学 生 ・ 中 学 生 ）  

 人 権 講 演 会  

  演 題 「 つ ら い 気 持 ち に  

寄 り 添 う た め に 」  

  講 師  Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ゲ ー ト キ ー パ ー 支 援 セ ン タ ー  

     理 事 長  竹 内 志 津 香 さ ん  

口 吉 川 町 地 域 づ く り 研 究 大 会  

テ ー マ 「 人 権 を 大 切 に す る  

明 る い 地 域 づ く り を め ざ し て 」  

月 日 ： ２ ０ ２ ５ 年 １ ２ 月 ６ 日 （ 土 ）  

場 所 ： 口 吉 川 町 公 民 館  

内 容 ： 自 治 会 の 実 践 発 表 （ ３ 自 治 会 ）  

人 権 作 文 朗 読 （ 小 学 生 ・ 中 学 生 ）  

記 念 講 演 会 （ 人 権 落 語 ）  

 演 題 「 笑 い で つ な ぐ 心 と 心 」  

 講 師  多 可 町 人 権 啓 発 専 門 員  

      近 藤 文 好 さ ん  

各地区の人権研究大会が開催さ れま す 

みな さ ん も 参加し て みま せん か 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   今 年 も 「 市 民 じ ん け ん の 集 い 」 と 同 じ 日 の ８ 月 １ ６ 日 （ 土 ） の 午 後 に バ リ ア フ リ ー 映 画 会  

を 行 い ま し た 。  

   今 年 の 映 画 は 、 を 上 映 し ま し た 。 夏 の 暑 い 時 期 で し  

  た が 、 家 族 そ ろ っ て 来 て い た だ い た り 、 友 だ ち と 誘 い 合 っ て 参 加 し て い た だ い た り し て 、  

約 １ ８ ０ 名 の 皆 さ ん に 楽 し ん で い た だ く こ と が で き ま し た 。 特 に 、 就 学 前 の 小 さ な お 子 さ ん  

か ら 小 学 生 が 半 数 以 上 お ら れ 、 楽 し い 夏 休 み の 一 日 に な っ た こ と と 思 い ま す 。  

  ☆参加者アンケートより 

 

三 木 南 地 区 人 権 教 育 研 究 大 会  

テ ー マ 「 人 に や さ し い 三 木 南 地 区 の 集 い 」

月 日 ： ２ ０ ２ ６ 年 １ 月 ２ ４ 日 （ 土 ）  

場 所 ： 三 木 南 交 流 セ ン タ ー  

内 容 ： 人 権 パ ネ ル 展 （ 1/15～ 1/30）  

  【 男 女 共 同 参 画 に 関 す る 啓 発 パ ネ ル 】

人 権 講 演 会 ： 演 題 「  未 定  」  

   講 師 ： 関 西 国 際 大 学 保 健 医 療 学 部  

准 教 授  髙 田 美 子 さ ん  

別 所 地 区 人 権 教 育 研 究 大 会  

テ ー マ 「 す べ て の 人 の 人 権 が 尊 重 さ れ る

明 る く 住 み よ い ま ち づ く り 」  

月 日 ： ２ ０ ２ ６ 年 ２ 月 １ 日 （ 日 ）  

場 所 ： 別 所 町 公 民 館  大 会 議 室  

内 容 ： 実 践 発 表 （ Ｐ Ｔ Ａ ・ 別 所 地 推 協 ）  

人 権 作 文 発 表 （ 小 学 生 ・ 中 学 生 ）  

講 演 会  

演 題 「 差 別 を な く す た め の 自 己 点 検  

～ 部 落 差 別 の 視 点 か ら ～ 」  

 講 師  近 畿 大 学 人 権 問 題 研 究 所  

     講 師  瀬 戸  徐  英 里 奈  さ ん  

緑 が 丘 町 ま ち づ く り 推 進 大 会  

月 日 ： ２ ０ ２ ６ 年 ２ 月 ８ 日 （ 日 ）  

場 所 ： 緑 が 丘 町 公 民 館  大 会 議 室  

内 容 ： 緑 が 丘 中 学 校 吹 奏 楽 部 演 奏  

人 権 作 文 発 表 （ 小 学 生 ・ 中 学 生  

・ 高 校 生 ・ 関 西 国 際 大 学 学 生 ）  

人 権 講 演 会  

 演 題 「  調 整 中  」  

 講 師  太 神 楽 師  豊 来 家 玉 之 助 さ ん  

自 由 が 丘 地 区 人 権 教 育 研 究 大 会  

テ ー マ 「 人 権 を 大 切 に す る  

明 る い 家 庭 づ く り 街 づ く り を 進 め よ う 」

月 日 ： ２ ０ ２ ６ 年 ２ 月 １ ５ 日 （ 日 ）  

場 所 ： 自 由 が 丘 公 民 館  

内 容 ： 人 権 作 文 発 表  

（ 小 学 生 ・ 中 学 生 ・ 地 域 住 民 ）  

 講 演  演 題 「  未 定  」  

    講 師  兵 庫 県 人 権 啓 発 協 会 講 師  

ひ と ・ ま ち ・ で あ い セ ミ ナ ー （ 青 山 地 区 ）  

【 男 女 共 同 参 画 セ ミ ナ ー 】  

月 日 ： ２ ０ ２ ６ 年 ２ 月 ７ 日 （ 土 ）  

場 所 ： 青 山 公 民 館  中 会 議 室  

内 容 ： 講 演 会  

演 題 「 災 害 時 の 人 権 問 題 」  

講 師  Ｎ Ｐ Ｏ 政 策 研 究 所  

    主 任 研 究 員  相 川 康 子 さ ん  

ま だ 決 定 し て い な い 内 容 に つ い て は 、 そ

れ ぞ れ の 地 推 協 か ら の 案 内 を ご 覧 い た だ

く か 、 各 地 区 の 公 民 館 ま で お 問 い 合 わ せ く

だ さ い 。  

今年も バリ ア フ リ ー映画会を 行い ま し た ！ 



 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
    
 

◆ 実 施 日 １２月１３日（⼟）８時３０分〜１６時３０分 
◆ 参 加 費  無料  

◆ 内  容  兵庫区の神⼾空襲戦跡ウォーク と 兵庫津ミュージアム 
◆ 募集人数  ２０名(先着順) １１月１７日受付開始〜１２月４日（⽊） 
◆ 申 込 み  TEL：82-8388  FAX：82-8658 

ﾒｰﾙ：sandokyo̲a@city.miki.hyogo.jp まで 
 
 
 
 
 
    今年の全国人権・同和教育研究大会は、兵庫県と大阪府で行われます。兵庫県は西宮市の関西学 

院大学西宮上ヶ原キャンパスで、大阪府は３か所で開催されます。今回は分科会のみの開催となっ 
ています。そしてこの大会では、東播磨の大会と兵庫県の大会で高評価を得た「こども日本語教室 
みきっズ」の大西慶志さんが報告者として参加されます。 

    全国規模の人権に関する研究大会です。様々な報告がされ、活発な討議も期待されます。皆さん 
の人権感覚を磨く絶好の機会になります。近くで行われますので、ぜひ参加してみてください。 

    詳しくは、三同教事務局（三木市立総合隣保館内）、電話８２－８３８８ までお問い合わせく 
   ださい。 

８月には、奈良の万葉文化館（明日香村）と水平社博物館（御

所市）を訪れて、研修を深めました。特に、部落差別解消に向けて

水平社を立ち上げた創設者の想いや行動に関する説明では「人

はみな平等」や「人権の大切さ」を感じることができ、参加者の皆

さんからは、「有意義な研修ができた」や「同和問題に少し関心を

もつようになりました」などの意見をいただき、好評価をいただきま

した。 

次回は、戦後８０年の節目の年に、平和や人の命の大切さにつ

いて考える機会として、神戸市内に残る「神戸空襲の戦跡」を見て

回る企画を立てました。「神戸空襲を記録する会」の小城事務局

長さんのガイドにより、各戦跡について説明していただきます。 

ＪＲ兵庫駅前をスタートし、兵庫区の南部に残る「空襲戦跡」を

回ります。その戦跡を回りながら、平和の大切さについて一緒に考

えましょう。 

- ４ - 

全人教研究大会のご案内 

兵庫区 薬仙寺にある 
空襲・慰霊碑 

mailto:a@city.miki.hyogo.jp


( 公 印 省 略 ) 
                  三 人 第 １ ４ ３ 号 

令和７年１１月１日 
 

各 区 長  様 
 
 

男女共同参画センター所長 藤田  英子  
 
 

情報誌「こらぼーよ  第７４号２０２５・秋」について  
（依頼）  

 
晩秋の候、貴職にはますますご清栄のこととお喜び申し上

げます。  
日頃は、まちづくり地域活動の振興について、格別のご理

解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。  
さて、別添のとおり三木市男女共同参画センター情報誌「こ

らぼーよ  第７４号２０２５・秋」をお届けいたします。  
つきましては、誠に恐縮に存じますが、貴地区での回覧を

お願い申し上げます。  
  

記  
 
１ 送付物    ・三木市男女共同参画センター情報誌  

「こらぼーよ 第７４号２０２５・秋」 
 
２ お届けの枚数  各地区の回覧枚数  
 
 
 

【担当課】市民生活部  人権推進課  
男女共同参画センター  
（三木市立教育センター内）  
℡：８９－２３３１  



 

 

 

秋 号 のテーマ 

「アンペイドワークは女 性 が担 うもの？ 

～男 性 の家事 ・育 児 への参 画 ～」 

 
 

11 月 12 日 から2 5 日は「女 性 に対 する暴 力 をなくす運 動 」期 間 です。夫 ・パートナー等 から

の暴 力 、性 犯 罪 、セクハラ、ストーカー 行 為 等 、 女 性 に対 する暴 力 は 、女 性 の人 権 を著 しく侵

害 するもので、男 女 共 同 参 画 社 会 を形 成 していく上 で克 服 すべき重 要 な課 題 です。  

女 性 に対 する 
暴 力 根 絶 のための  

シンボルマーク 

令 和 7 年 度  弁 護 士 による法 律 セミナー 

もしもに備える相続セミナー

～家族を守る正しい知識～ 

講師：吉倉 美加子さん（弁護士） 

日 時 ：令 和 7 年 11 月 26 日 （水 ） 

    10 時 ～11 時 30 分  

会 場 ：三 木 市 立 教 育 センター 

4 階  中 研 修 室  

定 員 ：会 場 40 名  Zoom 60 名  

申 込 ：男 女 共 同 参 画 センター 

☎0794-89-2331 
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６ か 月 間 の 育 休 取 得 を 終 え 、 長 期 間 育 児 に

携 わ る こ と が で き 非 常 に 充 実 し た 日 々 を 過 ご

し ま し た 。 初 期 の 頃 は 寝 返 り も で き な か っ た

の に 、今 は つ か ま り 立 ち や パ パ 、マ マ と 言 葉 を

発 す る よ う に な り ま し た 。 さ ら に 感 情 も で て

き だ し て よ く 動 き 回 る の で 目 が 離 せ な く な っ

て い ま す 。  

こ の 育 休 中 に 子 ど も と ２ 人 で 何 回 も お 出 掛

け し ま し た 。 生 後 ３ か 月 か ら お 出 掛 け を 始 め

ま し た が 、 初 め の 頃 は 結 構 大 変 で し た 。  

常 に 子 ど も に 集 中 し 、 せ わ し な く 行 動 し て

い ま し た 。ま た 、ミ ル ク は 規 定 量 飲 ま な い と ダ

メ ！ と い っ た 固 定 観 念 に 縛 ら れ て い た た め 、

外 出 し て も 楽 し め ま せ ん で し た 。 最 近 は 月 齢

が 大 き く な っ て き た こ と も あ り 、 ミ ル ク も 離

乳 食 も よ く 飲 み 、 よ く 食 べ る よ う に な り ま し

た 。 そ の お か げ で 以 前 に 比 べ る と 外 出 が は る

か に 楽 し く な り ま し た 。 ベ ビ ー ル ー ム が 完 備

さ れ て い る 施 設 が 多 く あ り 、 男 性 １ 人 で も オ

ム ツ 替 え を す る 事 が で き ま す 。 た ま に 大 泣 き

す る と マ マ が い い ！ と い う 時 が あ る の で 、 そ

の 時 は パ パ の 無 力 さ を 感 じ ま す が 、 そ れ で も

子 ど も と ２ 人 き り の 外 出 は 楽 し い で す 。  

 

 

育 休 中 に は 資 格 の 勉 強 を し よ う と 思 い 、 子

ど も が 寝 た 後 や す き 間 時 間 を 利 用 し て 勉 強

し 、自 己 啓 発 に 努 め ま し た 。ま た 、パ パ の 育 児

日 記 は １ 日 も 欠 か す こ と な く 書 く こ と が で

き 、 将 来 子 ど も に 見 せ る の が 楽 し み で す 。  

家 計 の 状 況 と し て 、 ベ ビ ー 用 品 （ 主 に 消 耗

品 ） に 月 約 １ 万 ５ 千 円 か か り ま し た 。  

 

ま た 、 私 の 場 合 育 休 手 当 の 振 込 が ４ か 月 後

だ っ た た め 、 最 低 限 生 活 に 必 要 な 資 金 が ４ か

月 分 は 必 要 だ と 感 じ ま し た 。 そ れ ま で は 貯 金

や 妻 の 出 産 手 当 金 を 頼 り に 生 活 を し て い ま し

た 。  

 

８ 月 、 復 職 す る に 当 た り 会 社 か ら オ ン ラ イ

ン で 復 職 面 談 が あ り ま し た 。  

育 児 の 悩 み や 復 職 後 の 勤 務 形 態 な ど の 内 容

で 、 休 職 中 は 会 社 の 人 と 関 わ る 機 会 が ど う し

て も 少 な い た め 、 こ う し た 面 談 は 非 常 に あ り

が た く 感 じ ま し た 。 ま た 戻 る ポ ス ト が あ る と

い う 安 心 感 に も 繋 が り ま し た 。  

子 育 て は 自 分 自 身 が 思 う よ う に は い か ず 、

大 変 な 思 い も し な が ら 毎 日 試 行 錯 誤 の 日 々 で

し た 。 お 互 い の 両 親 や 助 産 師 さ ん に も 育 児 の

ア ド バ イ ス を も ら い 助 け ら れ ま し た 。 ミ ル ク

の 飲 み が 悪 い 、離 乳 食 を 食 べ な い 時 な ど 、夫 婦

で い ろ い ろ な 方 法 を 子 ど も に 試 す こ と が で き

た の も 育 休 を 取 っ て な か っ た ら 気 づ け な い 部

分 で し た 。 自 分 が 親 に な っ て 初 め て 気 づ く こ

と が 多 く 、 子 育 て を 通 じ て 両 親 の 偉 大 さ を 実

感 し 、 深 く 感 謝 す る よ う に な り ま し た 。  

ま だ ま だ 子 育 て は 始 ま っ た ば か り で 、 こ れ

か ら 大 変 な こ と が 山 ほ ど あ り ま す 。 初 期 に 育

児 に 携 わ り 夫 婦 で た く さ ん 話 し 合 い 、 子 ど も

と た く さ ん 接 す る こ と が で き た の で 、 大 変 よ

い 経 験 と な り ま し た 。  

育 休 制 度 を 利 用 す る こ と で 子 ど も の 成 長 を

間 近 で 見 る こ と や 新 た な 気 づ き が で き ま す の

で 、 是 非 と も 期 間 を 問 わ ず 育 休 を 取 得 し て み

て は い か が で し ょ う か 。    編 集 委 員 ： N 

ぼくの育児体験記②～育休（育児休業）を終えて

ジェンダーレンズで何 が見 える？誰 もが暮 らしやすいわたしたちのまち 

「三木市子育て応援ハンドブック(電子版)」は 

こちら→ 

「みき子育て応援 Navi」はこちら→  

子 育 て に 関 す る 情 報 を 知 り たい 時  

三 木 市 子 育 て 応 援  

ハ ン ドブ ッ ク は  

毎 年 リ ニ ュ ー ア ル  

し て い ま す ！  

※ 冊 子 を 希 望 の 方 は こ ど も 福 祉 課 へ  



 

 

 
 

近 年 、 育 休 （ 育 児 休 業 ） を 取 得 す る 若 い 世 代 が 着 実 に 増 え て い ま す 。  

厚 生 労 働 省 の 調 査 ＊ に よ れ ば 、 令 和 ６ 年 度 の 育 休 取 得 率 は 女 性 で 86.6％ 、 男 性 も

40.5％ と な っ て い ま す 。 数 字 の 上 で も 、 子 育 て と 仕 事 を 両 立 さ せ た い と い う 意 識 が 社 会

に 広 が っ て い る こ と が 分 か り ま す 。 ま た 、「 法 律 に よ る 後 押 し 」 も 大 き な 役 割 を 果 た し て

い る と い え る で し ょ う 。育 休 は  「 一 部 の 人 だ け が 取 る 特 別 な 制 度 」か ら  「 誰 も が 利 用 で き

る 身 近 な 制 度 」 へ と 変 わ り つ つ あ り ま す 。  

一 方 で 、中 小 企 業 に と っ て は 代 替 人 材 の 確 保 や 業 務 分 担 の 面 で 負 担 が 大 き く 、育 休 制 度

を 十 分 に 活 用 で き て い な い 現 実 も あ り ま す 。そ れ で も 、社 員 が 安 心 し て 育 休 を 取 得 で き る

環 境 づ く り は 、働 き や す い 職 場 づ く り に つ な が り ま す 。ま た 、長 期 的 に 見 れ ば 人 材 の 確 保

や 定 着 な ど 、 企 業 に と っ て も 大 き な メ リ ッ ト が あ る で し ょ う 。  

「 男 性 が 育 休 を 取 る こ と は 当 た り 前 に な る 」と い う 時 代 を 迎 え つ つ あ る も の の 、身 近 に

育 休 を 取 得 し て き た 先 輩 社 員 は 少 な い か も し れ ま せ ん 。女 性  ・男 性 と も に  「 育 休 中 ど の よ

う に 過 ご す の か 」 が 手 探 り 状 態 に な っ て い る 方 も い ら っ し ゃ る で し ょ う 。「 僕 の 育 児 体 験

記 」の N さ ん 夫 婦 の よ う に 、ど ち ら か に 負 担 が 偏 る こ と の な い よ う 、育 休 中 の 生 活 に つ い

て し っ か り 話 し 合 う よ う に し て く だ さ い ね 。無 償 労 働 と い わ れ る  「 ア ン ペ イ ド ワ ー ク 」を

女 性 ば か り が 負 担 す る こ と の な い よ う に し ま し ょ う 。  

 

 

 

 

育 休 に 関 し て 、上 司 や 親 世 代 、周 り の 人 の 中 に は 理 解 を 得 る こ と が 難 し い 人 も い る か も

し れ ま せ ん が 、一 歩 踏 み 出 す 姿 勢 は 未 来 を 変 え る 力 を 持 っ て い る と 信 じ て い ま す 。私 た ち

親 世 代 も 若 い 世 代 の 選 択 を 応 援 し て い ま す 。子 育 て の 苦 労 だ け で は な く 、楽 し さ も パ ー ト

ナ ー と 分 か ち 合 っ て く だ さ い ね 。                   編 集 委 員 ： O 

＊ 「 令 和 ６ 年 度 雇 用 均 等 基 本 調 査 」 https : //www.mh lw .go . jp/ touke i / l i s t/d l/71- r06/06 .pdf  

育児休業を取得する若い世代へのエール 

 

① お父さん向けのセミナー(紹介) 

三木市男女共同参画センターでは、こども福祉課と共催で、子育て中のお父さんを対象としたセミナーを開催しています。 

過去には こ んな講座 を開催しまし た。  
 
・  「 ダ イ ナ ミ ッ ク に 遊 ん じ ゃ お う ！ ～ パ パ と つ く る ダ ン ボ ー ル ハ ウ ス ～ 」  

     Ｒ ７ .２ .９ （ 日 ） 開 催  パ パ と お 子 さ ん （ 未 就 学 児 ） 対 象 の 工 作 教 室  

・  「 今 年 は お に ぎ ら ず だ よ ！ パ パ と 一 緒 に 作 っ ち ゃ お う ！ 」  

     Ｒ ７ .８ .２ ４ (日 )開 催  パ パ と お 子 さ ん (小 学 生 )対 象 の 料 理 教 室  

＊今後も定期的に開催しますので、広報みきや男女共同参画センターのホームページ、三木市のＸ(エックス)などをぜひ

チェックしてください！ 

②「女性 の ための相 談室」【 0794-89-2354】  

家族や友 人 、職場の 人間関係や子 育て、介護 などの悩み に 対して、  

女性相談 員 がお話を お伺いします 。  

男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー の 取 組  

詳 し く は こ ち ら →  

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/71-r06/06.pdf


 

   ＊＊＊＊＊ 今 後 の男 女 共 同 参 画 センター主 催 の講 座  ※ 要 ：事 前 申 込  ＊＊＊＊＊  
テ  ー  マ  講   師  日   時  会  場  

で あ い ・ ふ れ あ い ・ 語 り 合 い  ⿊ 崎  輝 美 さ ん   11 月 18 日 （ 火 ）  
13:30～ 15:00 

中 央 公 民 館  
（ 申 込 み 不 要 で す ）  

 モ ノ ス ト レ ス ゼ ロ の 暮 ら し  ⿂ 林  佐 起 ⼦ さ ん  11 月 26 日 （ 水 ）  
10:00～ 12:00 

三 ⽊ 南 交 流 セ ン タ ー  

⼈ ⽣ 100 年 時 代 ︕  
ど う ⽣ き る ︖  瀧 井  智 美 さ ん  令和 8 年 1 月 17 日（土） 

10:00～12:00 
教 育 セ ン タ ー 3 階  

み ん な で 助 か る 防 災  
 〜 私 に で き る こ と を 考 え よ う 〜  

相 川  康 ⼦ さ ん  令和 8 年 2 月 7 日（土） 

10:00～11:30 
⻘ ⼭ 公 ⺠ 館  

 

 

いつも主 夫 日 記 にお付 き合 いいただきありが

とうございます。 

最 近 の 我 が家 では 、妻 の働 き 方 が 週 ５日 のフ

ルタイムから、週 ３日 のパートタ イムに 変 わりまし

た。皆 さんのご 家 庭 では家 事 の役 割 分 担 はどう

されているでしょう？  

こ れま で我 が家 で は、 僕 が

ほ と ん ど の 家 事 を し て い ま し

た 。毎 日 、 夕 方 に は 早 め に 帰

宅 し 、買 い物 や 食 事 の準 備 、

洗 濯 物 の片 付 け、お風 呂 の用

意 などをしていました。 

 今 は、妻 と仕 事 の曜 日 が異 なるので、どちらか

休 みの方 が家 事 担 当 になりました。 

仕 事 の日 は家 事 のことはあまり考 えなくていい

ので、気 持 ちに余 裕 ができました。一 人 で家 事 を

しなくていいのはこんなに楽 なことなのですね。 

 

 

普 段 の生 活 における家 事 ・育 児 ・介 護 など、ま

た地 域 での自 治 会 や PTA の活 動 、さらにはボラン

ティアなどの社 会 活 動 はどれも必 要 な労 働 であ

る に も かか わ ら ず 、 給 料 な ど の 対 価 は 支 払 わ れ

ず、社 会 的 に評 価 されることもあまりありません。 

これらはアンペイドワークと呼 ばれるそうです。 

最 近 は共 働 き世 帯 が増 えているにもかかわら

ず、家 庭 でのアンペイドワークは主 に女 性 が引 き

受 け て い る 場 合 が ま だ 多 い の で は な い で し ょ う

か。 

これからの時 代 、男 女 がともに能 力 を発 揮 する

ためには、アンペイドワークを含 め、公 平 に役 割 を

分 担 する社 会 に なっ ていく必 要 があると思 いま

す。 

さて、ぼちぼち買 い物 に 

行 かなくっちゃ！ 

編 集 委 員 ：I 

 

三木市福井 1933-12 教育センター3 階 

TEL：0794-89-2331 FAX：0794-82-8120 

開館日時：月曜～金曜 9 時～17 時（祝日を除く） 

ホームページからも 

ご覧 いただけます  

三木市男女共同参画センター 

愛称：こらぼーよ 
私 が小 さ い頃 は、家 事 は専 ら「 母 担 当 」と い

うイメージでしたが、最 近 は父 も洗 濯 や料 理 をし

てくれ る こと が多 くなりまし た。 意 識 の変 化 があ
ったのかもしれませんが、毎 日 の帰 宅 時 間 が前

より早 くなったことも 原 因 の１つではな い かと思
い ます 。残 業 も 多 く、 遅 くに 帰 っ て き て か ら 家 事

をするのは誰 でもしんどいです…。 

毎 日 定 時 帰 り 、とま で はい かな くて も、 やは り
日 々 の 家 事 等 を 協 力 し 合 っ て 取 り 組 む た め に

は、社 会 や環 境 の整 備 も必 要 なのかな、と感 じ
ます。                    編 集 委 員 ：F  

＜編 集 後 記 ＞ 

主夫日記 ～家事の役割分担～ 


